
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　　2023 年　7月　31日

三菱電機株式会社

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ・環境ﾊﾟﾌｫ-ﾏﾝｽの見直しとﾚﾋﾞｭｰを毎年、年度末に実施し、次年
度の指示を行う。(以下、2023年度へ向けての指示内容)
①組織変更に伴い、人の入替えが頻繁になるため事務所の環境管理について教育
を実施のこと。
②将来のカーボンニュートラル対応にむけて、実施可能な手段を検討のこと。
③倉庫保管製品・部品出荷に関係する規制は引き続き漏れのないようﾌｫﾛｰするこ
と。　その他の報告義務などについても遵法管理を徹底すること。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

2022年度目標に対する進捗
1.生産時CO2排出量の削減：1,313.4t-CO2/2022年度（理論排出量）
2.電気使用量の再ｴﾈ使用率：太陽光発電量実績　327.1MWh/2022年度実績
3.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ排出物の有効利用：排出量実績　75.3t/2022年度実績

認 証 番 号

2022年度環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ目標値
1.ｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴うCO2排出量の削減：1,500t-CO2/2022年度（理論排出量）
2.電気使用量の再ｴﾈ使用率：太陽光発電の継続と発電量実績把握
3.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ排出物の有効利用：廃ﾌﾟﾗ排出量の把握

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

登録番号：EC98J2017

導 入 年 月 日
2018年3月14日
　(三菱電機㈱の全事業所を統合した環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑで更新認証)

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称
三菱電機株式会社 環境マニュアル
（ISO14001：2015・JISQ14001:2015）

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

三菱電機株式会社　
執行役社長　漆間　啓

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

〒100-8310
東京都千代田区丸の内二丁目７番３号

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

1.組織の活動・製品及びｻｰﾋﾞｽが環境に与える影響を把握し環境活動の継続的な改
善と汚染防止に努める。
2.法令・協定及び事業所が同意するその他の要求事項を順守する。
3.地域住民・関係諸官庁とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り、地域の環境保護及び地域社会との
調和と貢献に努める。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

2022年度に計画した順守評価項目に基づき、四半期毎に｢順守状況を確認･報告」
を実施。2022年度実績は、行政報告・届出は遅滞なく実施済み。行政より指摘・
指導はなし。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

2022年度環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで策定した、目標値は全て達成できた。

基 本 方 針

1.ｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴うCO2排出量の削減：最新高効率機器（ｴｱｺﾝ,LED照明）への更
新･生産性効率向上及び省ｴﾈﾊﾟﾄﾛｰﾙ等の啓蒙にて省エネを図る。
2.電気使用量の再ｴﾈ使用率：発電量の計測と記録。
3.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ排出物の有効利用：排出量の記録。


